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(2023年度)

				環 境・エ ネ ル ギ ー 方 針



				　株式会社日立製作所 大みか事業所（以下組織と言う）は、トップマネジメントのリーダーシップのもと、人間中心の社会「Society5.0*1」と国連が採択した「SDGs*2」の目標達成に向けて活動し、「ステークホルダーとの協創による社会イノベーション事業を通じて、環境課題を解決し、生活の質の向上と持続可能な社会の両立を実現する」という日立の環境ビジョンの実現をめざし、‟株式会社日立製作所 大みか事業所 EMS・EnMS”を構築・運営しています。











				１．組織は、
　1) 環境に配慮した事業活動の推進による「環境負荷低減」の実現
 　   社会インフラに関する製品・システムの研究、開発、設計、調達、製造、営業活動における企業が関与可能
　　 な活動により、環境効率の向上をめざす。
　2) 気候変動の緩和・適応をめざした「脱炭素社会」の実現
 　   事業所 (ファクトリー・オフィス) から発生するCO2 排出量について、2024年度にカーボンニュートラルを
       達成する。
    3) 持続可能な資源の利用を推進することによる「高度循環社会」の実現
   　 事業活動による廃棄物発生量を2050年度までに2010年度比50%削減をめざす。
　4) 生物多様性および生態系の保護を通じた「自然共生社会」の実現
   　 生産プロセスならびに製品に使用される化学物質の適正管理による地球規模ならびに、日々の環境保全活動
　　による事業所周辺地域の環境保全を行う。

　を、組織の目的を達成する具体的な取り組みと捉え、その実現のために事業に伴う環境側面の中から、活動、
　製品およびサービスの性質、規模及び環境影響を含む組織の状況に応じて目標を策定し、汚染の予防ならび
　に持続可能な社会の実現をめざして行動します。

２．組織は、順守義務を決定し、それらの順守義務に従って運用が行われていることを確実にするために評価を
　　行うとともに、不適合が確認された場合は適切に是正します。

３．組織は、設備、プロセス等の新設、改修を行う場合は、省エネ効果を評価し調達するとともに、目標の設定、
　　実施状況の監視ならびにレビューの枠組みを含め、環境・エネルギーパフォーマンスを向上させるための
　　情報や必要な資源を確保し、EMS・EｎMSを継続的に改善し、実行し、維持します。

　この環境・エネルギー方針は、文書化した情報として維持し、組織内に伝達するとともに、利害関係者が入手可能
　とします。

 テキオウ ダツ ゼセイ





















































				*1：日本が提唱する未来社会のコンセプトで、科学技術基本法に基づき、5年ごとに改定されている科学技術基本法の第5期のキャッチフレーズ
*2：2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された、2016年から2030年までの国際目標
　　(Sustainable Development Goalsの略)



				２０２３年　4月　１日

　　　　株式会社日立製作所　社会ビジネスユニット
制御プラットフォーム統括本部 　事業主管

松本 　一人　    　 シャカイ ジギョウ シュカン マツモト ヒトリ
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20、21年度

				2022年度活動結果と2023年度活動計画

				No.		環境影響要素		環境目標 (2023年度) モクヒョウ		2022年度 ネンド				2022　年度 ネンド

										目標 シルベ		実績 ジッセキ		目標 シルベ

				1		地球温暖化防止		(1)CO2排出量(基準年：2010年度)：79％ ハイシュツリョウ		79％		79％		79％

				2		資源循環 シゲンジュンカン		(1)廃棄物総排出量(基準年：2010年度)：84％ ソウハイシュツ		85％		76％		71％

				3		ステークホルダーとの環境協働およびコミュニケーション活動の推進		(1)ステークホルダーとの環境協働およびコミュニケーションの推進
①環境報告書の社外公開：1回/年		1回/年		1回/年		1回/年

								②地域社会貢献活動(事業所周辺道路清掃、サマーフェスティバル)：1回/年		1回/年		3回/年		1回/年

								③地域住民とのコミュニケーション(地域主催行事への積極的参加など)：1回/年		1回/年		1回/年		1回/年

								製品の環境配慮は、製品によるCO2排出削減率は、取組→運用目標に変更となったため、今回削除。 セイヒンカンキョウハイリョトリクミウンヨウモクヒョウヘンコウコンカイサクジョ





負荷量推移

		

				負荷量 フカリョウ		2015年度 ネンド		2016年度 ネンド		2017年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2017年度
(実績) ネンドジッセキ		2018年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2018年度
(実績) ネンドジッセキ		2019年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2019年度
(実績) ネンドジッセキ		2020年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2020年度
(実績) ネンドジッセキ		2021年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2021年度
(目標) ネンドモクヒョウ		2021年度
(実績) ネンドジッセキ

				エネルギー使用量（ｋL/年） ネン		6438		6168		5820		5888		5800		5628		5780		5432		5760		5639		5581		5740

						100%		96%		90%		91%		90%		87%		90%		84%		89%		88%		87%		89%

				廃棄物総排出量(t/年） ソウハイシュツ		2546		2422		2300		2275		2250		2211		2200		2140		2175		2041		2036		2150

						100%		95%		90%		89%		88%		87%		86%		84%		85%		80%		80%		84%

				化学物質大気排出量(t/年） ネン		13.3		12.7		12.4		12.3		12		15.2		―		―		―		―		―		―		―

						100%		95%		93%		92%		90%		114%		―		―		―		―		―		―		―

																										2021年度廃棄物総排出量目標は、 ネンドハイキブツソウハイシュツリョウモクヒョウ

																										2020年度実績-5ｔとする。 ネンドジッセキ
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2010年～

		実施時期		名　　称		主催元 シュサイモト		内　　　容

		2011年度 ネンド		省エネ大賞 ショウタイショウ		財団法人　省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ		日立モータードライブ省エネサービス（HDRIVE）が省エネ大賞を受賞 ショウタイショウジュショウ

				ASP・SaaS・ｸﾗｳﾄﾞｱﾜｰﾄﾞ		特定非営利活動法人
ASP・SaaS・ｸﾗｳﾄﾞ ｺﾝｿｰｼｱﾑ(ASPIC)		環境情報収集システム「EcoAssist*2-Enterprise-Light」(EEL)がﾍﾞｽﾄ環境貢献賞を受賞 ジュショウ

		2012年度 ネンド		エコファクトリーセレクト認定 ニンテイ		日立製作所本社		積極的に環境負荷低減と環境整備に取り組み、業界トップレベルの事業所を構築
（エネルギー利用効率、再生可能エネルギー活用、廃棄物等循環利用）

				環境適合製品セレクト認定 カンキョウテキゴウセイヒンニンテイ		日立製作所本社		環境情報収集システム（EEL）、日立モータードライブ省エネサービス（HDRIVE）などが環境適合製品セレクトに認定

		2013年度 ネンド		省エネ大賞		財団法人　省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ		平成25年度省エネ大賞[省エネ事例部門]資源エネルギー庁長官賞(節電賞)を受賞

		2014年度 ネンド		社内Green21大賞 シャナイ		日立製作所本社		2014年度「GREEN 21大賞」セレクト優秀賞を受賞
（スマートな次世代ファクトリー計画、および廃棄物排出量の見える化推進を評価）

				関東地区電気使用合理化委員会 委員長表彰		関東地区電気使用合理化委員会		エネルギー管理優良事業者 最優秀賞を受賞
（設計・試験棟における空調用空冷式ヒートポンプパッケージ型とデマンド空調制御による省エネの取り組みを評価）

		2015年度 ネンド		平成２７年度第２回ＪＡＢアワード表彰 ヒョウショウ		ＪＡＢ(日本適合性認定協会)		ＪＡＢ(日本適合性認定協会)アワード表彰を受賞
（「エネルギーマネジメントシステム（ＥｎＭＳ）活動事例」を評価） ヒョウショウヒョウカ

		2016年度 ネンド		第1回CEM*3 Energy Management Insight Award表彰  ダイカイ		CEM (Clean　Energy　Ministerial)		第1回CEM Energy Management Insight Award表彰を受賞
（「エネルギーマネジメントシステム（ＥｎＭＳ）活動事例」を評価） ダイカイヒョウショウ

		2019年度 ネンド		世界の先進工場「Lighthouse」(灯台:企業の指針)に選出 セカイセンシンコウジョウトウダイキギョウシシンセンシュツ		世界経済フォーラム(WEF(World Economic Forum))		大みか事業所が世界の先進工場「Lighthouse」(灯台:企業の指針)の一つに選出された。（日本企業として初、バリューチェーン全体を最適化するデジタルソリューションを活用した取り組みの一つとして、環境・エネルギーマネジメントを評価） オオジギョウショセカイセンシンコウジョウトウダイキギョウシシンヒトセンシュツニッポンキギョウハツゼンタイサイテキカカツヨウトクヒトカンキョウヒョウカ



*2：EcoAssistは株式会社日立製作所の登録商標です。
*3：CEM(Clean　Energy　Ministerial)：世界主要23カ国・地域から構成される、クリーンエネルギーの普及促進を目的とした国際会合
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